














































文書 ･景観資料を民具使用動作撮影 ･民具写真 ･実測図
-民俗誌の裏付け-文書資料との整合-環境景観の変遷
との比便 (ダム建設以前以後)の作業を通し有機的に閲
連させ山村の生活構造モデルを時間軸で提示､地域性解
明また地域振興のための情報発信の場としての博物館の
あり方を捉示､同外では､中岡･雲南省麗江にある亜巴文
化博物館 ･東巴文化研究所との協力関係の下に納西族の
東巴儀礼･東巴文字 ･東巴経典の関係性を､身体技法 (東
巴儀礼)-両像化 (象形文字)一文字化 (東巴経典)一口承
化 (神話･年中行事)の諸相から把らえ､身体技法の体系
化の具体例として位置づけます｡多様なさまざまな性格
を持つ中国少数民族の儀礼伝承をはじめ､非文字資料の
扱い方モデルの一例を納西族の例で提示できれば､人類
文化研究のための非文字資料の体系化という目標に沿う
ことにもなります｡また新たなユネスコの無形の世界遺産
の考え方に対するモデル的作業としての志向も目指します｡
さらに､考慮にあがっている活動として､写真資料のデ
ータ化 ･体系化がありまも 日本常民文化研究所所蔵渋沢
上棟式の実際と職人
巻物に描かれた図
(福島県只見町)
･:I･;!'頃鞭を
写真の修復･保存技術開発､写真資料の時間軸･分野別デ
ータ化､また日系海外移民はじめ海外の日本関係写真資
料のデータ化および′j:貞資料公開化のシステム閲発です｡
⑦のシニア ･キューレイタ-養成プログラムの開発に
ついては､学芸員養成の現状と問題点の検討､欧米のキ
ューレイタ-制度の比較検討､博物館と地域社会 ･学校
教育の関係性などを論議しながらそのシステムの開発を
ソフト･ハードの両面から考えていきます｡そのために､
博物館キューレイタ-制度において長い伝統を旅する欧
米の養成プログラム､また類似の文化環境を有するアジ
ア各国の博物館のあり方､博物館制度および学芸員制度
を調査検討します｡
以上の作業を班員及びPD､RA及び現地の研究協力者
との共同研究の下に進め､中間報告を研究会及び年次報
告で発表しながら､その成果は､国際シンポジウム 『も
の ･モノ･物の世界一人間の諸活動と非文字資料-』開
催､日本常民文化研究所展示室において人間の諸活動の
結果としての資料から人間の営みを総合的に捉える実験
展示 『ホモ･マテリアル一人と資料.一月 で公開できれば
と考えています｡このプロジェクトのホーム ･ページも
文化情報発信の新技術として積極的に位置づけ､最新の
IT技術を駆使したコミュニケーション展開の方法も試行
していきます｡学芸員 ･ア-キビジョニスト等高度専門
職業人養成プログラムに関しては大学院博物館学講座を
開設し､資料を総合的に扱い､企画力のあるシニア ･キ
ューレイタ-養成カリキュラムを編成するとともに､博
物館学芸員の再教育のシステム開発にも力を注ぎます｡
(左上と左下)現行の棄巴儀礼と棄巴文字 (儀礼の象形化)
(右上と右下)葬式に使われる神路図 (中国雲両省 納西族)
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